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漢
字
を
考
え
る 

 
甘
辛
チ
ャ
ン
ネ
ル 

 

 

 
 
 

音 
 

 

街
を
歩
い
て
い
る
と

色
々
な
音
が
聞
こ
え
て

き
る
。 

空
か
ら
は
、
飛
行
機
の
音
、

鳩
、
烏
、
雀
、
等
々
。 

道
路
で
は
、
バ
ス
、
大
型
車
、

工
場
用
の
車
、
自
家
用
車
等
々
。 

商
店
街
で
は
、
ス
ピ
ー
カ
ー
か

ら
「
自
転
車
は
降
り
て
下
さ

い
！
！
」
。 

 

デ
パ
ー
ト
で
各
テ
ナ
ン
ト

毎
に
創
意
工
夫
し
て
売
り
場

に
ふ
さ
わ
し
い
ク
ラ
シ
ッ
ク

や
ニ
ュ
ー
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
。 

電
車
や
バ
ス
の
中
の
老
若
男

女
の
話
し
声
、
車
掌
さ
ん
の
案

内
放
送
。 

 

歯
医
者
さ
ん
も
有
線
放
送

で
絶
え
ず
音
楽
が
流
れ
て
、
歯

を
け
ず
る
音
や
小
道
具
が
並

べ
て
あ
る
の
を
見
た
り
で
、
医

者
が
こ
わ
い
筆
者
は
音
楽
を

耳
に
し
て
怖
さ
や
痛
さ
を
忘

れ
さ
せ
て
く
れ
る
。 

 

町
の
小
さ
な
麺
類
屋
さ
ん

で
昼
食
を
食
べ
た
時
、
演
歌
が

流
れ
て
い
て
あ
の
濃
密
な
歌

詞
を
聞
い
て
い
る
と
人
生
の

生
き
様
を
あ
れ
程
深
く
メ
ロ

デ
ィ
ー
に
乗
せ
て
語
り
か
け

て
く
る
の
に
「
フ
ー
ン
」
「
ソ

ー
ダ
ソ
ー
ダ
」
と
同
調
さ
せ
て

く
れ
る
。 

 

ス
ト
リ
ー
ト
ミ
ュ
ー
ジ
シ

ャ
ン
の
歌
を
聞
い
て
い
る
と

悲
し
み
と
喜
び
が
入
り
混
じ

っ
た
叫
び
声
の
様
に
思
え
る
。 

気
持
ち
が
落
ち
込
ん
で
い
る

時
は
静
か
な
音
楽
を
、
歓
喜
に

あ
ふ
れ
て
い
る
時
は
賑
や
か

な
音
楽
を
、
と
あ
る
精
神
科
医

が
言
わ
れ
た
。 

 

筆
者
は
３
月
茨
城
県
取
手

市
に
住
ん
で
い
る
身
内
の
所

に
行
き
ま
し
た
。 

そ
の
折
、
常
磐
線
で
水
戸
駅
ま

で
行
き
偕
楽
園
に
初
め
て
行

き
ま
し
た
。 

水
戸
学
の
質
素
さ
の
中
に
ず

し
り
と
重
い
も
の
を
感
じ
ま

し
た
。 

取
手
駅
か
ら
は
一
時
間
余
り

の
普
通
電
車
で
す
。 

私
は
新
た
な
体
験
を
し
ま
し

た
。 

夫
々
の
駅
で
オ
ル
ゴ
ー
ル
が

鳴
っ
て
い
ま
し
た
。 

そ
れ
も
、
一
つ
一
つ
の
駅
が
異

な
っ
た
曲
だ
っ
た
の
で
す
。 

勿
論
、
発
車
を
知
ら
せ
る
ア
ナ

ウ
ン
ス
も
あ
り
ま
し
た
が
、
あ

の
オ
ル
ゴ
ー
ル
の
音
を
聞
い

て
往
復
二
時
間
余
り
で
し
た

が
、
と
て
も
楽
し
い
旅
の
想
い

出
と
な
り
ま
し
た
。 

 

音
は
人
々
に
い
ろ
い
ろ
な

事
を
運
ん
で
く
れ
る
の
で
す
。 

Ｎ
・
Ｙ 

は
じ
め 

ほ
と
ん
ど
同
じ
意
味
で
同

じ
読
み
な
の
に
、
使
い
方
が
違

う
漢
字
が
あ
り
ま
す
。 

 

ま
ず
初
め
に
「
は
じ
め
」
か

ら
初
め
て
み
ま
す
。 

 

「
初
め
」
は
対
義
語
が
「
後
」

で
、
「
年
の
初
め
」
「
初
め
て

会
う
」
な
ど
「
時
」
に
関
す
る

場
合
に
使
わ
れ
ま
す
。 

 

「
初
め
」
は
「
終
わ
り
」
の

対
で
「
話
し
始
め
る
」
「
仕
事

始
め
」
の
よ
う
に
物
事
の
初
ま

る
こ
と
に
使
わ
れ
ま
す
。 

（
参
考
資
料 

旺
文
社
国
語
辞
典
） 
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ＶＧ槻輪 平成２１年度 総会報告 
会長 大岡成一 

平成 21 年度総会は、高槻市立磐手公民館で４月８日（金）10：30～12：00 開

催しました。 

会員数：23名、出席者数 15名、委任状 7名、欠席：１名で総会が成立しました。 

本年は、ＶＧ槻輪の設立 5周年の記念の年となりました。 

１．活動報告は、全てＨＰで発表している通りです。 

２．会計報告・・・会としては収支のバランスを取って運営しています。 

  会費は全収入の 3.4％で、事業収入で会を運営しています。 

３．役員は、本年は全員留任とします。次年度は改選し会の更なる活性化をする。 

４．活動として下記を継続活動として続けます。 

1）「わがまち紹介」・・・健康で文化的なまちづくり事業・・・全員参加活動 

①原則毎月第３木曜日に開催する。 

②他のグループとの協働を検討し活性化する。 

2）「たかつき春・夏・秋フリーマーケット」 

健康で文化的なまちづくりに関する事業・・・・・・・・・全員参加活動 

①環境を考えリサイクル品を、フリーマーケットに出店する。 

②ボランティア活動の一端として開催者の一員として活動する。 

3）パソコン指導・・・シニアの技能・技術をいかし社会に貢献する活動 

4）生活支援活動・・・シニアの技能・技術をいかし社会に貢献する活動 

活動指針により活動を活性化する。 

5）農園活動・・・「有機農業推進法」の農法を行う。自然保護、環境改善に関

する事業とし、活性化した農園活動を展開する。 

6）広報活動・・・シニアの技能・技術をいかし社会に貢献出来る活動 

①ホームページで広報・・・開かれた会とする。 

②会報・・・月刊発行とし努力する。 

５．新規事業計画をいつも考え提案して行く。 

1）シニアの技能・技術をいかし社会に貢献出来る新規活動を提案する。 

2）クリーンキャンペン活動・・・自然保護、環境改善に関する事業を考える。 

６．ＶＧ槻輪の活動の方法 

1）各事業活動は、分科会活動とし、推進責任者を置き会の活性化する。 

2）推進責任者は、会則の幹事として会の運営を推進します。 

７．５周年記念事業 

本年は、ＶＧ槻輪を設立して５年になりますので、事業計画の提案し実施する。 

本年も“仲間の輪 広げて作ろう 槻輪の和”で進めます。 

四 季 彩 

ライラック 

 木犀（もくせい）科 

開花時期：4/20～5/5 頃 

「ライラック」は英語名、

フランス語では、「リラ」。 

花びらはふつう４枚、まれ

に５枚のものがあり、それ

を見つけると幸せになれ

ると言う。花は、紫、白、

赤など色さまざまです。密

生して咲く。とてもよい香

り。香水の原料にもなる。 

 


